
ファシリテーター用資料

対 象：乳幼児をもつ保護者 ３歳児検診時

時 間：３０分

ねらい：子どもの自尊感情を損なわず、子どもの発達に合わせて無理なくトイレトレーニ

ングをすすめることができるようにする。

進行上の留意点：保護者の焦り感をなくし、親子ともどもゆったりと構えられるように声

かけをする。

準備物：あれば、トイレトレーニングパンツ おまる

その他：

ファシリテーター 時 間 参 加 者 ※留意点

形 態 ・準備物

１ 始まりの会 ５ アイスブレイクや自己紹介 ※短時間で行う。

・アイスブレイク （一斉） を通し、気持ちをほぐす。

・自己紹介

２ ｢『排泄』について困っ １０ 困っていることをグループ

ていることはないですか。 （グループ） の中で話し合う。

保護者の皆さんで困ってい ・座っても「でない」とす

ることをあげてみましょ ぐに立つ

う」 ・トイレに行きたがらない

３ 「解決策について考えて １０ 解決するためにどんなこと ・トレーニングパ

みましょう」 （グループ） が考えられるか意見を交換す ンツ

る。 ・先輩ママの成功

・トイレに座ったらほめる 例を参考にする。

・明るい雰囲気のトイレに

する

・いつかはトイレでできる

とおおらかに構える

４ 終わりの会 ５ 振り返りをみなさんでシェ ※他の子どもと比

・振り返り （一斉） アする。 べたり、無理に進

・ファシリテーターより めたりするのでは

なく、あせらずに

子どもにあったペ

ースで進める大切

さを話す。

※保護者の皆さん

もがんばっている

ことをほめる。認

める。

無理しないトイレトレーニング



といれにいけたら、しいるをはろう！

やったぁ！！


